アブラムシの人工飼育(第1報) by 河田, 和雄
.学研究 54: 23-29 (1971) 
アプラムシの人工飼育〈第1報〉
河 田 和雄
アブラムシの人工飼育は， Hamilton (1930， 1935)がフィ ッシュスキンや植物表皮など
を通して，半人工的飼料をモモアカアブラムシ MyzusρersicaeSULZERに吸わせること
に成功して以来， いろいろ改良が加えられて今日におよんでいる. Pletsch (1937)はフ
イッシュスキンを用い，また Maltais(1952)は特殊な装置を考案して，それぞれ独自に
アプラムシの人工飼育を試みている.けれども，本格的研究は Mittlerand Dadd (1962)， 
Auclair and Cartier (1963)らによって始められたといっても過言ではない. 彼等は人
工膜にパラフィルムを用い，完全合成飼料を吸汁させることに成功した. その後 Dadd










実験に供した6種類のアプラムシのうち，ダイコンアブラムシ Brevicorynebrassicae L.， 
ニセダイコンアブラムシ Li如片山 erysimiKAL TENBACIムモモアカアブラムシ Myzus













アミ ノ酸 (mg) ビタミン類 (mg) 
L-ア フ 一 、J 1∞ チアミ Y-HCI 2.5 
L-アルギニ γ 270 リボフラピ γ 0.5 
L-アスパラギン 550 ニコチ γ 酸 10.0 
L-アスパラギソ酸 140 
ピリドキシ γ-HCl 2.5 
40 
葉 酸 0.5 Lー システ イ てJ
L-グルタミ γ 酸
パシトテン酸Ca 5.0 
140 i-イノ シ トール 50.0 
L-グノレタ 、 ン 150 コリンタロライド 50.0 
グ シ ン 80 ピ オ チ 、J 0.1 
L-ヒスチジ γ 80 L-アスコルビン酸 100 
L-イソロイ シン 80 そ の 他
Lでロ イ ‘ン てJ 80 m; 糖 15 (g) 
L-リ ジ ン-HCl 120 KH2PO‘ 5∞(mg) 
Lーメ チオニ ン 40 MgCl2・6H20 2∞(mg) 
L-フェニ -Jレアラニン 40 ? 
ニL てJ 酸 20 (mg) 
リ ン コ. 酸 20 (mg) L-プ ロ リ ン 80 
EDTA鉄ナトリ。ム塩 1. 5 (mg) 
L-セ り ン 80 EDTA亜鉛 0.8 (mg) 1 
L-ス レオニ てJ 140 EDTA "?γガン M 0.8 (mg) 
L-トリプトファン 80 EDTA銅 1 0.4 (mg) 
L-チ ロ シ ン 40 pH7.0に調節 (KOH)





















合成飼料の組成は Daddand Krieger (1968)に準じたが， Lamb (1959)によるダイ

















第 2表 合成飼料による数種アプラムシの人工飼育 (200C. 16時間照明〉
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能であるならば， アプラムシの栄養生理を解明するうえに有力な手がかりとなる. Dadd 
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